
 

 

 

 

 

 

沿   革 令和 2年 4月 1日 周南市立鹿野こども園として設立 

設 置 者 周南市 

運 営 者 同上 

認   可 昭和 32年５月 

定   員 55名（0歳～6歳） 

 定員 

１号認定こども １２人 

２号認定こども・３号認定こども ４３人 

合  計 ５５人 

職 員 構 成 園長 副園長 保育教諭 栄養士 調理員 委託医（小児科・歯科・薬剤師） 

クラス編成  

 

 

 

 

 

 

 

 

こども園一日の教育・保育時間 〔例 保育時間は保育標準時間認定子ども〕 

 ◆１号認定こども・２号認定こども 

7：00   9：00                15：00   18：00 

保育時間 

（２号） 

教育時間 

（１号・２号） 

保育時間 

（２号） 

※９：００～１５：００は１号・２号が一緒のクラスで過ごします。 

 ◆３号認定こども 

7：00                             18：00 

保育時間 

（３号） 

 

○1号認定こどもは、満 3歳以上で保育の必要のない小学校就学前こどもで、教育に係る

時間は 9時から 15時まで 

○2号認定こども（満 3歳以上）、3号認定こども（満 3歳未満）は、小学校就学前の保

育を必要とする保育認定こどもで、保育の必要量によって、保育標準時間認定子どもと

保育短時間認定子どもに分かれます。保育標準時間認定子どもの保育時間は 7 時から

18時、保育短時間認定子どもの保育時間は 8時から 16時までです。 

ひ よ こ 組  ０歳児 

り す 組  1歳児 

う さ ぎ 組  2歳児 

こ あ ら 組  3歳児 

き り ん 組  4歳児 

ぞ う 組  5歳児 

〒745-0302 山口県周南市大字鹿野上３０３９ 
電話 0834-68-3344  FAX 0834-68-3364 



休 園 日 日曜日・祝日・年末年始（12月 29日～1月 3日） 

年度末（３月末） 

その他市長が認める日 

その他 

給食費 ・3歳児未満…保育料に含まれています 

・3歳以上……保護者の実費負担 

一日の生活の流れ 

０歳児 １歳児 ２歳児 
時間 

３・４・５歳児 

３号（保育園） ２号（保育園） １号（幼稚園） 

順次登園 

あそび 

 

 

外気浴・睡眠 

離乳食・ミルク 

睡眠 

 

 

 

 

 

外気浴・睡眠 

離乳食・ミルク 

睡眠 

 

 

順次降園 

順次登園 

あそび 

 

おやつ 

あそび 

 

 

食事 

 

昼寝 

 

 

 

 

 

おやつ 

 

順次降園 

順次登園 

あそび 

 

おやつ 

 

 

 

食事 

 

昼寝 

 

 

 

 

 

おやつ 

 

順次降園 

7：00 

 

9：00 

9：30 

 

 

 

 

12：00 

 

13：30 

 

14：00 

 

 

15：00 

 

16：00 

17：00 

18：00 

順次登園 

あそび 

 

 

 

 

 

食事 

 

 

昼寝 

 

 

 

 

おやつ 

あそび 

順次降園 

 

 

登園 

 

 

 

 

食事 

 

 

 

 

 

 

 

降園 

年間行事予定 

4月 入園式 保護者の会総会 10月 運動会 遠足 

5月 健康診断（内科・歯科） 11月 健康診断（内科） 

6月 水遊び 12月 発表会・クリスマス会 

7月 水遊び・七夕会・夏祭りごっこ １月  

8月  ２月 節分 

9月  ３月 卒園式 ひな祭り 

※その他の行事：誕生会・参観日・身体測定・避難訓練 など 



 

目 的 

就学前の子どもに関する教育・保育等の総合的な提供の推進に関する

法律に基づいて、心身ともに健やかに育成されるよう乳幼児期の教

育・保育を行うほか、幼保連携型認定こども園教育・保育要領に掲げ

る目標が達成されるよう、教育を行うことを目的とする。 

 

 

教育・保育理念 

義務教育及びその後の教育の基礎を培うとともに、子どもの最善の利

益を考慮しつつ、その生活を保障し、保護者と共に園児を心身ともに

健やかに育成するために必要な教育及び保育を行う。 

 

 

教育・保育目標 

 〇未来にはばたく心豊かな園児の育成 

 ・人とのかかわりを通し、安心感、信頼感をもっていろいろな活動

に取り組む体験を積み重ねられるようにする。 

 ・園児の主体的な活動を促し、乳幼児期にふさわしい生活が展開さ

れるようにする。 

 ・遊びを通しての指導を中心とし、ねらいが総合的に展開されるよ

うにする。 

・園児一人ひとりの特性や発達の過程に応じ、発達の課題に即した

指導を行うようにする。 

 

 

 

 

 

 

 


